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コロナ禍との 2 年半に及ぶ戦

いの総括として、内閣官房に

首相直轄の「内閣感染症危機

管理庁」が、厚労省に「感染

症対策部」とその下の「日本

版 CDC」が新設されることに

なった。CDCは「疾病対策セン

ター」のことで、世界的に有

名な米国の同名組織の真似で

ある。コロナ対策に携わって

きた医療関係者に「どうな

の？」と聞くと……。 

「日本って、いつもこうなん

だ。何かがうまくいかないと

すぐに部署をつくったり統廃

合したり、上の方から組織い

じりをやって、いかにも取り組んでいる格好だけしておしまい。本当に深刻な問題は下の

方で噴き出しているのに」と言う。 

下の方とは何か。例えば、地域の公衆衛生の担い手である保健所は、1991 年には全国に 852

カ所あったのが、今では半分近い 468 にまで減らされた。しかも、他の福祉行政機能と一

緒にされて「地域健康福祉センター」などと名称も変わり、専任の医師や保健師がいない

ところもあって、コロナ禍の下では単に他の医療機関を紹介するだけの電話相談センター

の役目しか果たせなかったところが多い。 

 自治体病院も、91 年から 2017 年までに 133 施設が閉鎖させられている。合理化・民営

化の名の下に 30年がかりで進められてきたこのような地域医療の荒廃化に、ここでストッ

プをかけ、土台から立て直すのでなければ日本の医療の先行きはない。 

どうして日本はいつもこうなってしまうのか。 

「それは日本がみみっちい根性の官僚どもに食い物にされている国家だからだ」と彼は言

う。 

 政治家は何の知恵もなく官僚に頼りっきりなので、それをいいことに官僚は自分らの権

限やポストが増えるよう焼け太りを図る。 

本気でやるなら、米 CDC のように 1 兆円規模の予算と 1 万人の職員を備えるくらいの構想

を描いてもらいたいものだが、日本版 CDC のベースとなる国立感染症研究所と国立国際医

療研究センターは合わせても予算規模 600 億円、人員 2700 人。「日本版 CDC」と名乗るの

も恥ずかしい貧弱さで、これでは到底、コロナ禍を完全終息させ、次にどんな感染症が襲

ってきても大丈夫だと、国民を安心させるだけの態勢は築けない。 

岸田内閣の口先だけの「やってるフリ」政治にだまされてはいけない。 

 


